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短報

マツバガイ（軟体動物門，原始腹足類）の日本最大の野生個体

築地新光子h 築地新チサ料・久保田 信料キ

Mitsuko CmKuCHISHIN, Chisa C叩 KUCHIS HIN and Shin KuaoT A: The largest wild specimen of Ce Ilana nigralineata 
(Mollusca, Archaeogastropoda) yet recorded from Japan 

本州・四国・九州沿岸に分布するマツバガイ Cellarla

nigralinea血（REEVE）で，野外から採集された最大個体

のサイズはp これまて干日歌山県白浜町産の殻長SOmm 

－殻幅68mmであった（久保田・鳥越， 2000）。本報告

てサ土，九州東シナ海沿岸の磯で採集した，上記個体をは

るかに越える大きさのマツバガイ個体について記録す

る。

日本最大の野生のマツバガイ（図 I) 

緬模様の個体。重厚な貝殻の表面の諸処に，

ヤッコカンザシPomatoleiaskuraussi (BAI四）

と小形のフジツボ類が少数個体見られた。本

個体も田中 (1978）による東海区水産研究所

構内のコンクリート製小形水槽で， 8年間で

成長し老衰死した巨大な個体（殻径 10.1 

cm）よりも小形であっ7こ。
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Fig. I The largest wild C包Ilana削'grolineatafrom Japan, collected in the intertidal zone at Akune City, Kagoshima 

Prefecture, Japan: dorsal (Left) and ventral (Right) views of the shell. 
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